
令和２年１１月１日発行　（編集・発行） 福島県双葉町いわき事務所　秘書広報課

【表紙写真】 【表紙写真】 【表紙写真】 
双葉町産業交流センターが双葉町産業交流センターが
待望のオープン待望のオープン　　　　　　　！　　　　　　　！
双葉町産業交流センターが
待望のオープン　　　　　　　！



　令和元年度の一般会計の決算額は、歳入総額３０１億６９４万５千円（前年度比３８.１％増）、歳出総額２８６億
５,５１４万４千円（前年度比３８.３％増）となりました。
　歳入から歳出を差し引いた形式収支は１４億５,１８０万１千円となり、翌年度（令和２年度）に繰り越すべき
財源を差し引いた実質収支は１２億５,３２８万７千円の黒字となりました。

区　　分 令和元年度 平成３０年度 増　減
決 算 額 構成比 決 算 額 構成比 決算額 増減率

自　主　財　源 11,231,618 37.3 7,402,043 34.0 3,829,575 51.7
町 税 1,149,729 3.8 1,097,704 5.1 52,025 4.7
分 担 金 及 び 負 担 金 8 － 7 － 1 14.3
使 用 料 及 び 手 数 料 10,318 － 21,730 0.1 △ 11,412 △ 52.5
財 産 収 入 294,911 1.0 154,907 0.7 140,004 90.4
寄 附 金 25,655 0.1 7,176 － 18,479 257.5

※1 繰 入 金 8,421,921 28.0 5,291,119 24.3 3,130,802 59.2
繰 越 金 1,081,608 3.6 740,931 3.4 340,677 46.0
諸 収 入 247,468 0.8 88,469 0.4 158,999 179.7

依　存　財　源 18,875,327 62.7 14,394,938 66.0 4,480,389 31.1
地 方 譲 与 税 41,126 0.1 40,171 0.2 955 2.4
利 子 割 交 付 金 215 － 493 － △278 △56.4
配 当 割 交 付 金 1,010 － 877 － 133 15.2
株式等譲渡所得割交付金 476 － 683 － △207 △30.3
地 方 消 費 税 交 付 金 107,242 0.4 110,175 0.5 △ 2,933 △ 2.7
自動車取得税交付金 4,463 － 8,976 － △4,513 △ 50.3
環 境 性 能 割 交 付 金 1,400 － － － 皆増 －
地 方 特 例 交 付 金 2,650 － 1,769 － 881 49.8

※2 地 方 交 付 税 4,623,219 15.4 2,910,862 13.4 1,712,357 58.8
交通安全対策特別交付金 － － － － － －

※3 国 庫 支 出 金 10,628,201 35.3 9,208,710 42.2 1,419,491 15.4
※4 県 支 出 金 3,465,325 11.5 2,112,222 9.7 1,353,103 64.1
町 債 － － － － － －
歳 入 合 計 30,106,945 100.0 21,796,981 100.0 8,309,964 38.1

区　　分 令和元年度 平成３０年度 増　減
決 算 額 構成比 決 算 額 構成比 決算額 増減率

議 会 費 58,506 0.2 58,796 0.3 △ 290 △0.5
総 務 費 7,853,606 27.4 5,182,623 25.0 2,670,983 51.5
民 生 費 2,288,275 8.0 2,779,523 13.4 △ 491,248 △ 17.7
衛 生 費 539,680 1.9 920,034 4.5 △ 380,354 △ 41.3
労 働 費 3 － 4 － △1 △25.0
農 林 水 産 業 費 129,148 0.5 80,476 0.4 48,672 60.5
商 工 費 65,490 0.2 66,284 0.3 △ 794 △1.2
土 木 費 3,873,462 13.5 2,112,972 10.2 1,760,490 83.3
消 防 費 163,093 0.6 185,925 0.9 △ 22,832 △ 12.3
教 育 費 308,988 1.1 323,031 1.6 △ 14,043 △ 4.3
災 害 復 旧 費 398,831 1.4 210,181 1.0 188,650 89.8
公 債 費 213,916 0.7 230,960 1.1 △ 17,044 △ 7.4
諸 支 出 金 12,762,146 44.5 8,564,564 41.3 4,197,582 49.0
歳 出 合 計 28,655,144 100.0 20,715,373 100.0 7,939,771 38.3

歳入

歳出

【歳入決算の内訳】 （単位：千円・％）

（単位：千円・％）

一般会計決算報告一般会計決算報告令和元年度令和元年度

【目的別決算の内訳】

※１各種基金等から繰り入れるお金　※２一定水準の行政サービスを提供するために国から交付されるお金（東日本大震災復興
特別交付税を含む）　※３特定の目的のために国から交付されるお金　※４特定の目的のために県から交付されるお金

３０１億６９４万５千円（前年度比３８.１％増）

２８６億５,５１４万４千円（前年度比３８.３％増）

令和元年度 一般会計決算報告
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■ 地方債と基金現在高
地方債現在高

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険 13億5,596万8千円 13億3,177万2千円 2,419万6千円
公有林整備事業 346万4千円 346万4千円 －
公共下水道事業 15億3,645万8千円 14億5,604万1千円 8,041万7千円
介護保険 12億5,896万2千円 10億7,614万3千円 1億8,281万9千円
後期高齢者医療 2,643万7千円 2,563万6千円 801千円

＊財政力指数
　普通交付税の基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た過去３カ年の平均値で、「１」に近くあるいは「１」を超え
るほど財源に余裕があるとされています。

＊経常収支比率
　人件費、扶助費、公債費などの経常的経費に、地方税、地方交付税などの一般財源がどの程度充当されたかをみる指標で、
この比率が低いほど、財政構造に弾力があるとされています。

■ 主な財政指標
◎ 財政力指数
◎ 経常収支比率

０.７２
８０.５%

（３カ年平均）

基金現在高（一般会計）
基金の種別 元年度末現在高

積
立
基
金

財政調整基金 31億2,393万9千円
減債基金 66万7千円
その他の特定目的基金 658億6,472万9千円

小　　計 689億8,933万5千円
定
額
運
用
基
金

土地開発基金 2億2,070万円
災害援護特別資金貸付基金 5,000万円
その他の定額運用基金 1億589万円

小　　計 3億7,659万円
合　　　計 693億6,592万5千円

会計区分 元年度末現在高
一般会計 18億1,680万2千円
公有林整備事業特別会計 787万円
公共下水道事業特別会計 8億5,629万6千円

合　　　計 26億8,096万8千円

■ 民生費
・国民健康保険特別会計繰出金
・介護保険特別会計繰出金
・福島県後期高齢者医療広域連合負担金
・ＩＣＴきずな支援システム事業
・町内防犯・防災パトロール事業
・復興支援員事業
・中間貯蔵施設整備等影響緩和補助金事業
・双葉町次世代支援補助金

9,150万6千円
1億4,427万8千円
8,257万6千円

1億3,038万7千円
2億6,704万1千円
6,527万9千円

7億4,210万5千円
2,075万円

■ 衛生費
・中間貯蔵施設に関する地権者支援事業
・双葉地方水道企業団負担金

2億666万3千円
1億3,385万8千円

■ 農林水産業費
・営農再開ビジョン策定事業
・新規参入・就農促進等調査事業
・営農再開支援事業補助金
・避難農業者経営再開支援事業補助金

1,081万3千円
1,185万1千円
389万7千円
636万円

■ 商工費
・双葉町商工会振興補助金
・双葉町観光復興再生事業費補助金

1,022万円
663万3千円

■ 土木費
・公共下水道事業特別会計繰出金
・双葉インターチェンジ整備事業（前年度繰越分含む）

・中田・観音堂線整備事業
・前田・長塚線整備事業

4億4,878万7千円

30億5,136万9千円
1億1,697万9千円
2,778万4千円

■ 消防費
・双葉町地域防災計画等策定事業
・双葉地方広域市町村圏組合負担金

698万5千円
1億1,661万2千円

■ 教育費
・仮設校舎等管理運営事業
・要保護及び準要保護児童生徒就学援助事業

9,910万円
3,009万4千円

■ 災害復旧費
・公共土木施設災害復旧事業 3億9,782万1千円

■ 諸支出金
・財政調整基金積立金
・公共施設整備基金積立金
・東日本大震災復興基金積立金
・福島再生加速化交付金基金積立金

3億8,544万1千円
7億8,952万9千円
20億7,490万5千円
84億8,768万2千円

令和元年度　一般会計の主な事業と決算額

令和元年度決算における主な財政指標等

特別会計歳入歳出決算の状況
■ 特別会計とは、特定の事業を行う場合に一般会計と区別して経理する会計で、双葉町には以下の会計があります。

■ 総務費
・復興まちづくり実施計画等策定事業
・企業誘致推進事業
・中野地区復興産業拠点整備事業
・産業交流センター整備事業（前年度繰越分含む）
・双葉駅西地区住宅団地等整備事業（前年度繰越分含む）

・帰町計画策定調査事業

2,673万円
1,844万7千円

27億9,381万9千円
6億816万円

38億522万3千円
3,999万6千円
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令和元年度決算に基づく財政の健全化判断比率及び資金不足比率は、次のとおりです。
１．健全化判断比率　

２．資金不足比率　

区　　分 実質赤字比率 連結実質赤字比率
実質公債費比率

将来負担比率
３カ年平均 単年度

令和元年度 － － 6.9 4.88078 －
平成３０年度 － － 7.7 7.42572 －
比率の増減 － － ▲ 0.8 ▲ 2.54494 －

区　　分
資金不足比率

公共下水道事業特別会計
令和元年度 －
平成３０年度 －
比率の増減 －

健全化判断比率及び資金不足比率について報告

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）

＊実質赤字比率 　普通会計（一般会計と公有林整備事業特別会計）における実質赤字額の標準財政規
模（地方公共団体が自由に使える財源の標準的な規模）に対する比率です。

＊連結実質赤字比率 　町の全会計を対象に実質赤字額（普通会計・国民健康保険特別会計、介護保険特別
会計・後期高齢者医療特別会計）・資金不足額（公共下水道事業特別会計）の標準財政
規模に対する比率です。

＊実質公債費比率 　経常的な一般財源に対する普通会計の公債費や公債費に準ずる債務負担行為（請戸
川水系県営水利事業負担金等）、公営企業債（公共下水道事業特別会計）への繰出金、
一部事務組合（双葉地方広域市町村圏組合、双葉地方水道企業団）への負担金のうち
公債費に充てられた一般財源の割合で、過去３カ年の平均を求めたものです。

＊将来負担比率 　現在かかえている負債が、将来、財政を圧迫する可能性が高いかを示すストック指
標で、公営企業、出資法人等を含めた普通会計の実質的負担の標準財政規模に対する
比率です。

＊資金不足比率 　公営企業会計（公共下水道事業特別会計）の資金の不足額の事業の規模に対する比
率です。

〔参考〕
　 早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0 
 　財政再生基準   20.00 30.00 35.0 

健全化判断比率及び資金不足比率とは

　平成１９年度に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」において、地方公共団体の財
政の健全化を示すために定められた指標です。
　双葉町では、「実質公債費比率」が高いことから、平成１８年度に「公債費負担適正化計画」をスター
トさせ、平成２１年度には「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく「財政健全化計画書」を
策定し、実質公債費比率の抑制に取り組んできました。比率の推移としては、平成１９年度決算の３０.１％
（３カ年平均）をピークに、平成２０年度以降は地方債残高の抑制努力により比率を徐々に引き下げ、平
成２２年度決算で早期健全化基準（２５％）未満の２３.７%となり、平成２５年度決算では公債費負担適
正化計画より１年前倒しして、実質公債費比率が１８%を下回る１７.１％となりました。令和元年度決算
では平成３０年度決算から０.８％減の６.９％となりました。

用語の説明

※表中において、実質赤字額、連結実質赤字額がなく、将来負担比率が算定されないため「－」と表示しています。

※表中において、資金不足額がないため「－」と表示しています。

令和２年１１月広報ふたば 4



　双葉町では、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、子育て世帯の経済的負担の軽減を図る
ため、国の特別定額給付金の基準日後に出生した児童を養育する保護者に給付金を支給しています。

■ 対象児童…… 令和２年４月２８日から令和３年３月３１日までに出生し、出生時において双葉町の住
民基本台帳に登録された児童

■ 支給対象者… 対象児の保護者（父もしくは母等）
※ 対象児童を監護し、かつその生計を維持する保護者であって、対象児童の出生時から
申請時まで引き続き、双葉町の住民基本台帳に登録されている方

■ 申請期限…… 出生から４０日以内
※令和２年９月３０日までに出生した児童については、令和２年１０月１日から４０日以内

■ 支給金額…… 対象児童１人につき １０ 万円 

新生児特別定額給付金のご案内新生児特別定額給付金のご案内

【問い合わせ先】 健康福祉課　福祉介護係 ☎０２４６－８４－５２０５

新生児特別定額給付金のご案内新生児特別定額給付金のご案内新生児特別定額給付金のご案内実施中

　１０月１日、双葉町産業交流センターの貸事
務所への入居事業者１０社、商業施設への入居
事業者４社が参列し、開所式が行われました。
　はじめに、伊澤史朗町長が「皆さまのお力
添えをいただきながら、この産業交流センター
を中心に双葉町に賑わいを生み出し、双葉町
の未来を、皆さまと共に創り上げていく決意
です」とあいさつし、佐々木清一町議会議長
から祝辞を、参列者の皆さまからあいさつを
いただきました。
　開所と同時に多くの方が来場し、来場者には、町と浅野撚糸（株）が共同開発した吸水・速乾
性に優れたタオル「ダキシメテフタバ」とミニ双葉ダルマが贈られました。
　１階のフードコートや２階のレストランで歓談する人や、屋上の展望台から町内を望む人が多
く見られました。

～ １０月１日  ～

祝祝 双葉町産業交流センター双葉町産業交流センター（略称略称：Ｆ－ＢＩＣＣＢＩＣＣ）が開所しました開所しました
▲  要望書の内容はこちらからご覧いただ

　 けます。
　 （スマートフォン・タブレット用ＱＲコード）

　９月３０日、平沢勝栄復興大臣が町いわき事務所を訪
れ、伊澤史朗町長、佐々木清一町議会議長と懇談しました。
　伊澤町長は冒頭で要望書を手渡し、懇談の中で特定復
興再生拠点区域外の帰還困難区域の復興・復旧について
早期に工程を示すことや、切れ目のない復興・復旧に向
けての予算の確保などを強く要望しました。

復興大臣が伊澤町長と懇談しました ～ 町いわき事務所 ～

双葉町産業交流センター（略称：Ｆ－ＢＩＣＣ）が開所しました
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

　日々の冷え込みに加え、冬支度を始めた里山からは季節も変わり目であることが感じられる今
日この頃です。今年もあと２カ月となりましたが、今年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大を防止するため、教育総務課で企画していた慣例の行事やイベントも、残念ながらほとんどを
中止せざるを得ませんでした。安全・安心を担保するための感染防止対策を協議し、開催につい
て検討しましたが今回は断念するに至りました。子どもたちも学校生活、家庭生活においてコロ
ナ禍の中で様々な活動が制限され、基本的な感染対策を習慣として取り入れる「新しい生活様式」
に戸惑いと不自由さを感じながら過ごしていることと思います。さらに心配されることは、これ
からインフルエンザの流行シーズンがやってくるということです。インフルエンザ予防接種の奨
励と今まで以上に感染症対策に心がけ、健康管理には万全を期すようお願いいたします。
　町立学校においては、１０月２４日に、「栴

せんだん

檀祭」を開催しました。今年は、感染リスクを抑え
るため、幼稚園、小学校、中学校の学年で分散させての発表となり、保護者の皆さまについては
入れ替えを行い、学習の成果を鑑賞していただくことができました。控室においてはライブ配信
により他の学年の発表を鑑賞できるようＩＣＴ機器を活用しました。
　生涯学習でも、町の総合芸能祭などが中止となり残念でありますが、次回の開催に向け団体は
もとより各自において、ぜひ充電期間と考えモチベーションを高めていってほしいと思います。
　また、スポーツ分野では、県の各専門部実行委員会の計画により「市町村対抗福島県軟式野球
大会」は、９月中旬に開催され、ベスト１６という輝かしい戦績でした。また「市町村対抗福島
県ソフトボール大会」は、台風により順延となりましたが、選手の皆さんの元気溢れるプレーに
観客席から町民の方々が応援をしていました。

　広報ふたば１０月号で、ご報告しましたように８月２２日、２３日の両日、双葉町内の幼稚園、
小・中学校において、意向調査により希望された震災当時在園・在学していた園児・児童・生徒と、
その保護者の皆さまによる私物取り出しを行いました。９年５カ月という年月が経ってしまった
こと、遅くなり申し訳ない気持ちもありますが、大切な思い出を手に心にお返しすることがで
きて大変良かったと思います。
　そして、次のステップである双葉町内の学校や施設の今後の在り方を検討する委員会を立ち上
げ、１０月２２日に「第１回双葉町学校等施設在り方検討委員会」をいわき事務所において開催
いたしました。設置要綱に基づき、町内外より専門的知見者や関係機関の代表者による１１人の
委員を委嘱しました。協議内容は

の３つの事項についてです。全体で３回の検討委員会を開催し、令和３年２月には、検討委員会
より答申を受け「双葉町総合教育会議」において最終協議してまいります。

　（１）双葉町内の既存学校施設等の利用について　
　（２）学校施設としての再開の在り方について　
　（３）その他必要な事項

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

『双葉町学校等施設在り方検討委員会』開催『双葉町学校等施設在り方検討委員会』開催

夢と希望のある「学び」へ

『双葉町学校等施設在り方検討委員会』開催

双葉町教育委員会教育長

令和２年１１月広報ふたば 6



双葉町教育委員として再任されました。

髙
倉　
洋
尚
さ
ん

髙
野　
春
美
さ
ん

（
新
山
）

（
下
条
）

令
和
２
年
10
月
７
日
〜

令
和
６
年
10
月
６
日

　
（
４
年
間
）

令
和
２
年
10
月
28
日
〜

令
和
６
年
10
月
27
日

　
（
４
年
間
）

双葉町教育委員の再任

　１回戦と２回戦は伊達市のほばら大泉球場で行わ
れ、９月１９日の１回戦では川俣町と対戦しました。
２回表に先制されるも、２回裏には三塁打を放つなど
打線が繋がり、６点を挙げ、勝利しました。
　２回戦は大玉村と対戦し、４回裏に１点先制を許す
も、６回表に走本塁打で同点とし、特別延長となり、
８回表には、サインプレーなどで６点を追加し、約２
時間に渡る激戦を制しました。
　３回戦では、福島市のあづま球場で西郷村と対戦し、
得点圏まで走者を進められたものの惜敗しました。双
葉町チームはベスト１６の好成績を収めました。選手
の皆さんお疲れさまでした。

　第３２回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会が、１１月１５日（日）に開催されます。
　今年度は、新型コロナウイルス感染防止の為、昨年度の１６区間、９４.８ｋｍから郡山ヒロセ開成山陸
上競技場から福島県庁までの９区間、５０.２ｋｍと区間を短縮して繰り広げられます。
　例年、町民の皆さまに沿道や中継所にてご声援をいただいておりますが、今年度の会場や沿道での応援
は、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、大会運営側から自粛していただくよう要請が来ておりますの
でご協力よろしくお願いします。

みんなで双葉町チームを応援しよう！

５９市町村の代表がトーナメント方式で
熱戦を繰り広げました

第３２回ふくしま駅伝大会

監督：白圡　直裕 コーチ：吉田　一弘、佐藤　剛 ゼッケンＮo. は です。４０（敬称略）

第１４回　市町村対抗
福島県軟式野球大会

任　
期

任　
期
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※判定の区分は各健康診査実施事業者によって異なります。
※判定結果に関わらず、何らかの症状がある場合には、速やかに医療機関を受診してください。

Ａ 異常認めず 今回の健康診断では異常は認められませんでした。引き続き毎年健診を受けて下さい

Ｂ 要指導 生活習慣の改善と経過観察が必要です。保健師や栄養士の指導を受けましょう

Ｃ 要精検 詳しい検査が必要になりましたので、専門の医療機関を受診しましょう

Ｄ 通院継続 主治医の指示に従い、病気経過を見ながら日常生活を送りましょう

健診結果の活用方法
　今年の健診は受けましたか。健診は生活習慣病などの早期発見、早期治療に役立ちます。

検査結果が基準値内の人も健診結果をより有効に活用していきましょう。

結果通知書にある「健康診査判定」を見ましょう。

活用ポイント

　 保健師・栄養士などの専門職が生活習慣改善のアドバイスを実施しますので、
健診結果返却会や健康相談会にぜひ、ご参加ください。

判定結果の見方

参考：全国協会けんぽＨＰ「健診結果の活用ポイント」

１ 検査数値の経年変化をみる
　年に 1 度は健診を受け、各検査項目の数値がどのように推移しているかチェックし、自分のか

らだの変化を確認しましょう。また、健診結果は健康手帳やファイルに保管しておきましょう。

２ 動脈硬化リスクの重複をチェック
　検査項目 1 つずつ見るのではなく、複合的に検査項目をみて、肥満・高血圧・脂質異常・高血

糖などの動脈硬化リスクが重複していないかを確認しましょう。

３ 検査数値の原因を自分なりに振り返る
　自分の生活習慣を振り返り、検査結果が悪かった人はそれを改善し、よかった人はそれを継続す

るように心がけましょう。

４ 生活習慣の改善成果をみる目安になる
　これまでの努力の効果を確認し、あらためて医師や保健師等に相談するきっかけになります。

５ 早期発見・早期治療・生活習慣を見直すチャンス
　「要精検」と診断された方は、なるべく早く医療機関を受診しましょう。

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎０２４６－８４－５２０５

　健診は受けて終わりではありません。検査結果の異常や悪化は、不適切な生活習慣のあら
われともいえます。検査結果を参考に、早めの受診と日々の生活習慣の改善に取り組みましょ
う。また、がん検診で要精検（がんの疑いあり）の結果がでた場合には、専門の医療機関を
受診し精密検査を受けましょう。

判定例

令和２年１１月広報ふたば 8



　フレイルとは、加齢に伴って心と体の働きが弱くなってきた状態をいい、要介護状態になる前段

階と位置付けられています。フレイルを予防するためには身体活動を見直し、改善していくことが

大切です。

　ちょっとした運動でも継続することが大切です。筋力の低下を防ぐことで、転倒・骨折で寝たき

りになるリスクも低減できます。

【問い合わせ先】 健康福祉課　健康づくり係 ☎０２４６－８４－５２０５

参考：令和元年度食事摂取基準を活用した高齢者のフレイル予防事業　厚労省ＨＰ、フレイル予防　東京医師会ＨＰ

　目標は、１日合計６０分。高齢の方は１日合計４０分を目安に体調に合わせて。元気
にからだを動かしましょう。

　新型コロナウイルス感染症対策の「新しい生活様式」を取り入れながら、お友達とお
しゃべりや食事をしたり、地域の活動に参加するなど自分に合った活動を見つけること
も大切です。

「有酸素運動」＋「頭の体操」で認知機能の低下を予防しましょう！
　ウォーキングや簡単なステップなどの運動をしながら、じゃんけんやしりとりなどの
認知課題を同時に行うことは、認知力のアップに効果的です。

・ 姿勢や歩幅、腕
振りなど正しい
ウォーキングを意
識する
・ 足踏みなどのス
テップ

・ 右手と左手でじゃんけん
・しりとり
・たし算やひき算

今より１０分多くからだを動かしましょう

社会とのつながりをもちましょう

フレイル予防のための運動・活動フレイル予防のための運動・活動

　年金記録や年金受給見込額を確認し、未来の生活設計について考えて
みませんか？
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録
を確認できるほか、将来の年金受給見込額について、ご自身の年金記録
を基に様々なパターンの試算をすることができます。
　「ねんきんネット」のご利用方法等については、日本年金機構のホー
ムページでご確認いただくか、お近くの年金事務所にお問い合わせくだ
さい。

年金事務所からのお知らせ

１１１１月３０３０日は「年金の日」です日は「年金の日」です！！！！

フレイル予防のためのもう一歩

「有酸素運動」 「頭の体操」

１１月３０日は「年金の日」です！！

フレイル予防のための運動・活動

広報ふたば 令和２年１１月9



　

長
期
に
わ
た
る
避
難
生
活
大
変
お
疲
れ

さ
ま
で
す
。
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
間

も
な
く
10
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
な
お
厳
し
い
避
難
生
活
に
よ
り
大

産
管
理
株
式
会
社
が
運
営
す
る
レ
ス
ト
ラ

ン
「
エ
フ
」
が
福
島
県
産
品
に
こ
だ
わ
っ

た
日
替
わ
り
の
洋
食
、
和
食
ラ
ン
チ
を
お

す
す
め
の
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
と
し
、
デ

ザ
ー
ト
と
飲
み
物
を
添
え
て
提
供
し
ま

す
。
そ
の
他
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
貸
事
務
所
に
は
、
２
階
か
ら
４

階
に
地
元
企
業
を
含
め
10
社
の
企
業
が

入
居
し
て
お
り
ま
す
。

　

双
葉
町
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、「
東

日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
」、

と
現
在
整
備
中
の
「
福
島
県
復
興
祈
念
公

園
」
に
隣
接
し
て
お
り
、
町
民
の
皆
さ
ま

や
貸
事
務
所
に
入
居
さ
れ
た
企
業
、
中
野

地
区
に
進
出
す
る
企
業
、
伝
承
館
へ
の
来

訪
者
等
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
行
き
交
い
、

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
、
産
業
交
流
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
双
葉
町
に
賑
わ
い
を
生
み

出
し
、
双
葉
町
の
未
来
を
創
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
一
時
帰
宅
の
際
や
各

種
団
体
の
会
合
等
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

利
用
案
内
に
つ
い
て
は
広
報
ふ
た
ば
10
月

号
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
町
広
報
紙
や
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
活
用
し
て
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
併
せ
て
、
地
元
雇
用
の
創
出
に
つ

な
げ
る
た
め
、
復
興
産
業
拠
点
内
に
立
地

い
た
だ
く
企
業
の
誘
致
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
現
在
17
件
、
22
社
と
の
立
地
協
定

締
結
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
数
社
の
企

業
と
の
立
地
協
定
締
結
に
向
け
て
の
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

和
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
町
内
で
双
葉

町
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
連
絡

所
を
開
所
し
、
業
務
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
３
月
７
日
に
は
常
磐
自
動
車
道
常

磐
双
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
が
開

始
さ
れ
、
３
月
14
日
に
は
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
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全
線
開
通
な
ど
復
興
に
向
け
て
大
き
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
「
働
く
拠
点
」
や
「
発
信
拠
点
」
と
し
て

の
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
の
整
備
に
つ

い
て
は
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月
20
日
に
「
東
日
本
大
震
災
・

原
子
力
災
害
伝
承
館
」
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開
業
す
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と
と

も
に
、
10
月
１
日
に
双
葉
町
産
業
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流
セ

ン
タ
ー
（
Ｆ

－

Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
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開
所
し
ま

し
た
。

　

１
階
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
に
は
双
葉
駅
前

に
あ
っ
た
株
式
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社
伊
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復
活
し
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ン
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ム
な
ど
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
懐
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し
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ま
た
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設
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「
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な
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か
ら
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立
川
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せ
ん
だ
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え

焼
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ン
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当
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ど
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す
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屋
・
物
産
販
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は
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が
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町
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町
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懇
談
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内
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で
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興
状
況

に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ま
と
対
面
し
な
が

ら
ご
説
明
を
し
、
ご
意
見
や
ご
要
望
等
を

お
聴
き
す
る
べ
く
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
を
第
一
に
考
慮
し
て
止
む

無
く
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
紙
面
を
通
し

て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
内
の
復
興
状
況

並
び
に
今
後
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
内
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
は
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
復
興
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
で
随
時
お
知
ら

せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
、
双
葉
町
で

は
復
興
に
向
け
て
の
大
き
な
動
き
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
ず
、
３
月
４
日
に
避
難
指
示

解
除
準
備
区
域
と
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
周
辺
の
一

部
区
域
の
避
難
指
示
区
域
の
解
除
、
特
定

復
興
再
生
拠
点
区
域
内
の
立
入
り
規
制
緩

町
民
の
皆
さ
ま
へ

町
の
復
興
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み

・
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
に
つ
い
て

　

以
下
町
の
復
興
状
況
、
今
後
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聴

き
す
る
た
め
に
、
記
入
用
紙
を
同
封
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
要
望
等
を

ご
記
入
い
た
だ
き
期
限
内
に
ご
返
送
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
、
ご

要
望
等
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
り
次
第
、

回
答
等
を
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
く
予
定
で
す
。
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Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
全
線
開
通
や
双
葉
駅
新

駅
舎
の
開
業
を
機
に
、
公
共
交
通
に
よ
っ

て
訪
れ
や
す
い
、
移
動
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

３
月
13
日
よ
り
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
東
口
に
多
く

の
皆
さ
ま
で
共
有
し
て
お
使
い
い
た
だ
く

移
動
手
段
と
し
て
、
事
前
の
会
員
登
録
と

予
約
に
よ
っ
て
手
頃
な
価
格
で
自
動
車
を

借
り
ら
れ
る
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
20
日
よ
り
共
有
で
利
用
で

き
る
自
転
車
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
の
利
用
も
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
専
用

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
を
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
東
口
と

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
北
面
の
２
カ
所
に
設

置
し
、
１
０
０
円
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
方
式
に

よ
り
実
質
無
料
で
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
双
葉
駅
東
口
か
ら
中
野
地

区
を
結
ぶ
交
通
手
段
と
し
て
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
運
行
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

双
葉
町
の
将
来
像
を
先
取
り
し
、
地
方

創
生
の
モ
デ
ル
を
示
す
「
帰
還
し
た
く
な

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
」に
向
け
て
、

令
和
４
年
春
頃
の
居
住
開
始
を
目
指
し
て

双
葉
駅
西
側
地
区
の
う
ち
４
ha
を
対
象
に
、

帰
還
者
や
就
業
者
向
け
戸
建
て
住
宅
32
戸
、

集
合
住
宅
56
戸
を
県
が
代
行
し
て
整
備
し
、

標
葉
の
谷
戸
に
抱
か
れ
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

（
開
拓
者
）
と
共
に
育
む
「
な
り
わ
い
集
落
」

と
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
が
帰
還
で
き
る
、
ま

た
双
葉
町
に
関
心
を
持
ち
移
住
く
だ
さ
る

方
を
集
め
ら
れ
る
環
境
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
座
談
会
の
開
催

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
ま
で
を
一
本
で

つ
な
ぐ
基
幹
道
路
と
な
り
、
産
業
交
流
セ

ン
タ
ー
や
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

伝
承
館
、
復
興
祈
念
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
さ
ら
に
容
易
と
な
り
ま
す
。

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
で
の
農
地
除

染
が
進
捗
し
て
お
り
、
除
染
後
、
農
地
の

保
全
管
理
に
よ
り
営
農
環
境
を
整
え
、
円

滑
な
営
農
再
開
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た

め
、
保
全
管
理
組
合
の
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
今
年
４
月
に
は
上
羽
鳥

地
区
、
下
羽
鳥
・
長
塚
地
区
で
保
全
管
理

組
合
が
設
立
さ
れ
、
６
月
末
か
ら
農
地
の

除
草
や
耕
起
等
の
作
業
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
他
、
中
田
地
区
、
下
長
塚
地

区
に
お
い
て
も
組
織
化
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
三
字
地
区
で
は
保
全
管
理
組
合

の
立
ち
上
げ
に
向
け
て
話
し
合
い
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
帰
還
後
に
野

菜
作
り
に
取
り
組
め
る
環
境
整
備
の
一
環
と

し
て
の
試
験
栽
培
が
８
月
末
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
両
竹
地
区
に
３
カ
所
、
下
羽
鳥
・

長
塚
地
区
に
２
カ
所
、
上
羽
鳥
地
区
に
２
カ

所
の
合
計
７
カ
所
に
実
証
用
の
ほ
場
を
設

け
、
各
地
区
の
保
全
管
理
組
合
が
そ
れ
ぞ

れ
の
実
証
ほ
場
に
５
品
目
の
野
菜
を
作
付

け
し
ま
し
た
。
10
月
中
旬
頃
か
ら
順
次
収

穫
そ
し
て
検
査
が
行
わ
れ
、
今
回
の
結
果
を

今
後
の
出
荷
制
限
解
除
や
営
農
再
開
に
向

け
た
取
り
組
み
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

輸
送
開
始
か
ら
今
年
９
月
ま
で
に
町
内

お
り
ま
す
が
、
環
境
省
か
ら
は
、
町
が
目

標
と
し
て
い
る
令
和
４
年
春
頃
の
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
全
域
の
避
難
指
示
解
除

に
向
け
て
は
、
当
該
地
区
全
域
の
除
染
が

完
了
す
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
く
方
針

が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
と
し
ま
し
て

は
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
だ
け
を
復

旧
・
復
興
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
ま
ず
は
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
か

ら
町
の
復
興
を
集
中
的
に
進
め
た
上
で
、

今
後
の
工
事
の
進
捗
を
踏
ま
え
つ
つ
、
引

き
続
き
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
段
階

的
な
拡
張
を
国
に
強
く
要
望
す
る
と
と
も

に
、
町
内
全
域
の
帰
還
環
境
の
確
保
・
避

難
指
示
解
除
に
向
け
た
見
通
し
や
取
り
組

み
方
針
を
早
急
か
つ
具
体
的
に
示
し
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
７
月
17
日
に
国
道
６
号
と
県

道
広
野
小
高
線
を
結
ぶ
県
道
長
塚
請
戸
浪

江
線
が
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
国
道

６
号
か
ら
西
側
の
約
８
０
０
ｍ
区
間
に
つ

い
て
は
現
在
、
暫
定
供
用
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
こ
線
橋
の
下

部
工
、
側
道
等
の
工
事
を
進
め
て
お
り
、

令
和
３
年
度
か
ら
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
こ
線
橋
の

上
部
工
に
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
工
区
よ
り
西
側
の
長
塚
字
原

田
地
内
か
ら
上
羽
鳥
字
大
道
地
内
ま
で
の

約
１
．５
㎞
区
間
に
つ
い
て
は
、
現
道
拡

幅
及
び
一
部
線
形
改
良
を
行
う
た
め
、
現

在
、
用
地
取
得
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度

よ
り
工
事
に
着
手
し
、
令
和
４
年
度
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
も
通
行
は

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
完
成
の
折
に

は
、
常
磐
双
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

な
ど
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
検

討
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

令
和
４
年
春
頃
の
特
定
復
興
再
生
拠
点

区
域
全
域
の
避
難
指
示
解
除
を
目
標
に
、

帰
還
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
帰
還
・
居
住

に
向
け
て
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
全
域

の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
、
円

滑
に
生
活
を
再
開
で
き
る
よ
う
、
自
宅
の

本
格
清
掃
や
修
繕
、
農
地
の
管
理
、
店
舗

や
事
業
所
等
の
事
業
再
開
に
向
け
た
準
備

作
業
を
進
め
や
す
く
す
る
た
め
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
宿
泊
を
可
能
と
す
る
「
ふ
る
さ

と
へ
の
帰
還
に
向
け
た
準
備
の
た
め
の
宿

泊
」
を
、
条
件
が
整
い
次
第
、
令
和
３
年

度
の
い
ず
れ
か
の
時
期
で
開
始
す
べ
く
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
国
道
２
８
８
号
の
帰
還
困
難
区

域
の
特
別
通
過
交
通
制
度
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
工

事
用
車
両
等
の
交
通
を
円
滑
に
し
、
復

興
・
復
旧
事
業
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
地

元
や
住
民
へ
の
バ
リ
ケ
ー
ド
の
種
類
や
バ

リ
ケ
ー
ド
設
置
の
意
向
を
確
認
し
、
関
係

機
関
と
の
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
適
用
時
期
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

と
の
調
整
と
準
備
が
整
い
次
第
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
５
５
５
ha

全
域
で
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
た
箇
所

か
ら
順
次
解
体
及
び
除
染
が
進
め
ら
れ
て

・ 

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
内
の
除
染
・

　

建
物
解
体
に
つ
い
て

・
復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
に
つ
い
て

・
農
業
再
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
県
内
で
発
生
し
た
除
染
廃
棄
物
で
あ
る

　

除
去
土
壌
に
つ
い
て

・
駅
西
地
区
生
活
拠
点
に
つ
い
て

・
住
民
帰
還
に
向
け
た
取
り
組
み

・
双
葉
駅
か
ら
の
交
通
手
段
に
つ
い
て
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　一般財団法人福島県電源地域振興財団
は、双葉郡の「今」と「昔」をテーマに
したフォトコンテストを開催中です。
　おひとり様何枚でも応募可能で、豪華
景品も用意しておりますので、思い出の
写真を是非ご投稿ください。

「あなたとつながる、ふたば。」フォトコンテスト運営事務局（㈱エス・シー・シー）
☎ ０２４－５９３－０５００

【問い合わせ先】

双葉郡フォトコンテスト開催のお知らせ双葉郡フォトコンテスト開催のお知らせ
「あなたとつながる、ふたば。」「あなたとつながる、ふたば。」* * * * * * * * * * * *

フォトコンテスト概要
名　　称 「あなたとつながる、ふたば。」双葉郡フォトコンテスト

部　　門 ①リアルタイムふたば（今）部門　　②ふたばタイムカプセル（昔）部門
応募方法 ① Instagram　②専用応募フォーム　③郵送
主　　催 一般財団法人　福島県電源地域振興財団

実施期間 １２月１３日（日）まで
対象地域 双葉郡８町村（双葉町、大熊町、浪江町、富岡町、広野町、楢葉町、川内村、葛尾村）

「あなたとつながる、ふたば。」
双葉郡フォトコンテスト開催のお知らせ双葉郡フォトコンテスト開催のお知らせ双葉郡フォトコンテスト開催のお知らせ

各
保
管
場
を
含
む
中
間
貯
蔵
施
設
全
体

へ
輸
送
さ
れ
た
総
量
は
約
８
９
２
万
㎥

で
す
。
搬
出
元
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
浜

通
り
、
中
通
り
の
25
市
町
村
で
輸
送
が
行

わ
れ
て
お
り
、
す
で
に
県
内
59
市
町
村
の

う
ち
26
の
町
村
の
輸
送
が
完
了
し
て
お

り
ま
す
。
環
境
省
で
は
県
内
に
仮
置
き
さ

れ
て
い
る
除
去
土
壌
等
の
令
和
３
年
度

末
ま
で
の
概
ね
搬
入
完
了
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　

避
難
さ
れ
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
平
成
28
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
ま
で
10
年
間
の
「
生
活
サ
ポ
ー

ト
補
助
金
」
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
９
月
末
現
在
で
平
成
30
年
度
の
受

給
率
は
９
４
．２
４
％
、
令
和
元
（
平
成

31
）
年
度
は
８
４
．１
５
％
、
令
和
２
年
度

１
３
．７
４
％
と
な
っ
て
お
り
、
未
申
請

者
へ
の
対
策
と
し
て
、
勧
奨
通
知
の
送

付
、
申
請
受
付
会
の
開
催
、
個
別
訪
問
の

実
施
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
架
電
な

ど
、
引
き
続
き
、
受
給
漏
れ
の
な
い
よ
う

に
対
応
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
高
速
道
路
の
無
料
化
の
措
置
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の

無
料
措
置
の
延
長
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
の
一
部
負
担
金
等
の
免

除
や
そ
の
他
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
生
活

再
建
に
係
る
支
援
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、

避
難
生
活
が
続
く
限
り
こ
れ
ら
の
支
援
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
今
後
も
国
に
強
く

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
立
学
校
で
は
、
今
年
度
、
双
葉
南
小

学
校
が
15
人
、
北
小
学
校
が
15
人
、
中

学
校
が
12
人
の
合
計
42
人
の
児
童
・
生

徒
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
が
５
人
の
園
児
で

学
校
生
活
や
園
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。
４
月
13
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
に
臨
時

休
校
の
措
置
を
取
り
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
実
施
し
な
が
ら
継
続
的
に

学
習
・
生
活
支
援
を
行
い
、
６
月
１
日

か
ら
全
面
的
に
教
育
活
動
を
再
開
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
３
月
４
日
に
特
定
復
興
再
生
拠
点

区
域
内
の
立
入
り
規
制
の
緩
和
が
実
施
さ

れ
、
町
立
学
校
施
設
等
の
除
染
も
終
了
し

た
こ
と
か
ら
、
８
月
22
日
、
23
日
の
２
日

間
、
町
内
の
小
、
中
学
校
、
幼
稚
園
に
残

さ
れ
た
私
物
の
取
り
出
し
を
行
い
、
震
災

当
時
の
児
童
生
徒
、
園
児
と
保
護
者
な
ど

を
含
め
２
０
９
人
が
立
ち
入
り
ま
し
た
。

今
回
の
取
り
出
し
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

希
望
者
に
つ
い
て
は
今
後
取
り
出
し
を
再

度
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

町
内
の
学
校
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
帰

還
人
口
の
推
移
を
見
据
え
な
が
ら
「
魅
力

あ
る
学
校
」
を
構
築
す
る
た
め
、
学
校
施

設
を
含
め
公
共
施
設
の
復
旧
調
査
を
実
施

し
、
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
学
校

施
設
等
の
「
学
校
等
施
設
の
在
り
方
検
討

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
活
用
方
法
に
つ

い
て
丁
寧
に
議
論
を
重
ね
利
用
可
否
に
つ

い
て
今
年
度
中
に
方
針
を
決
定
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

・
生
活
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
に
つ
い
て

・
教
育
関
係
に
つ
い
て

・
高
速
道
路
無
料
措
置
と
医
療
費
の
一
部

　

負
担
金
等
の
免
除
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　福島地方法務局と福島県人権擁護委員連合会は、１１月１２日（木）から１１月１８日（水）までの７日間、

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間として、夫 ・ パートナーからの暴力やストーカーなど女性を

めぐる様々な人権問題の解決を図るため、電話相談の取り組みを強化します。秘密は守られます。相談は、

人権擁護委員及び法務局職員が対応しますので、お気軽にご相談ください。

　強化週間の期間以外の日（年末年始・土・日・祝日を除く）においても、午前８時３０分から

午後５時１５分まで、相談に応じていますので、ご利用ください。

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間の実施について

ただし、１１月１４日（土）と１１月１５日（日）は午前１０時から午後５時まで
電話番号　０５７０－０７０－８１０（全国共通ナビダイヤル）

１１月１２日（木）～
１１月１８日（水）までの７日間

期　間 午前８時３０分から
午後７時まで

時　間

　今般の新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
及び参加される皆さまの安全を考慮し、例年実施し
ていました年末調整等説明会につきましては開催を
中止することとしました。
　ご不便をお掛けいたしますが、ご理解いただきま
すようお願い申し上げます。
　なお、年末調整に関する各種情報については、
国税庁ホームページの「年末調整がよくわかるペー
ジ」に掲載しております。
　また、年末調整に関する動画（年末調整のしかた、
法定調書の作成と提出）を国税庁インターネット番組
Web-TAX-TVに掲載しておりますので、ご不明な
点等ございましたら、そちらをご覧ください。

相馬税務署からのお知らせ相馬税務署からのお知らせ

　個人で事業を営まれている方で、個人事業税の
課税対象となる方へは、８月に納税通知書を発付
しておりますが、２期分については、１１月１０
日（火）に、納税のお知らせを発送する予定です。
納期限は、１１月３０日（月）となりますので、忘
れずに納めましょう。
　なお、税務署へ所得税の確定申告書を提出され
た時期等により、納期が異なる場合があります。

※ 個人事業税とは、県内で、個人で事業を営まれ
ている方について、税務署に提出した所得税の
確定申告をもとに課税される税金です。

☎  ０２４４－２６－１１２６

☎  ０２４－５３４－１９９４

☎  ０２４４－３６－３９４２

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】相双地方振興局　県税部課税課事業税チーム

福島地方法務局　人権擁護課

相馬税務署法人課税第一部門 

個人事業税（２期）納税のお知らせ個人事業税（２期）納税のお知らせ
令和２年度令和２年度
個人事業税（２期）納税のお知らせ
令和２年度

令和２年分年末調整等説明会令和２年分年末調整等説明会
開催中止のお知らせ開催中止のお知らせ

　法務省人権擁護局及び全国人権擁護委員連合会では、１２月１０日（世界人権宣言採択日）の「人権デー」を
最終日とする１週間を「人権週間」と定め、各地で世界人権宣言の意義を訴えるとともに、人権尊重思想の普
及高揚を図るための行動を計画しているところであります。
　福島地方法務局及び福島県人権擁護委員連合会では、１２月４日から１０日までを「第７２回人権週間」とし、
当該週間を中心に積極的な啓発活動及び相談活動を行います。
　また、人権週間に限らず電話相談を実施しておりますので、悩み事がありましたら下記のダイヤルにお電話く
ださい。秘密は守られます。相談は、人権擁護委員及び法務局職員が対応しますので、お気軽にご相談ください。

１２１２月１０１０日は人権デーです日は人権デーです

☎  ０２４－５３４－１９９４【問い合わせ先】 福島地方法務局　人権擁護課

●みんなの人権１１０番 ☎０５７０－００３－１１０ ●子どもの人権１１０番 ☎０１２０－００７－１１０
●女性の人権ホットライン ☎０５７０－０７０－８１０

（相談時間：年末年始を除く平日、午前８時３０分から午後５時１５分）

相馬税務署からのお知らせ
令和２年分年末調整等説明会

開催中止のお知らせ

１２月１０日は人権デーです
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双葉町社会福祉協議会

●社協サロン

●健康運動教室

～ １１月　健康運動教室・サロン開催のお知らせ ～
こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。参加をご希望の方は、
事前申し込みが必要となりますので、下記お問い合わせ先へご連絡ください。

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

南東北総合卸センター　２階第６会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

①第１、３水曜日
②第１、３木曜日
③第２、４木曜日
　のいずれか 13:30 ～ 14:30

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

福島市老人福祉センター２階研修室
（福島市仁井田字八ツ割川原 3）

11月17日（火）

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

白河市中央老人福祉センター
（白河市北中川原 313）

11月10日（火）

10:00 ～ 11:30

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

富岡町役場いわき支所多目的集会施設
（いわき市平北白土字宮前 8）

11月12日（木）
本部事務局

☎ 0246 －84 －6725

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～環 境 省

◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

◇中間貯蔵工事情報センターについて

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

中間貯蔵施設の様子をバスでご覧いただく見学会を月１回実施しています。
１１月は２７日（金）を予定しています。見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報
センター（☎０２４０－２５－８３７７）までお願いします。

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事
業株式会社）のＨＰで公表しております。

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３

（ＵＲＬ） http://www.jesconet .co. jp/interim/operat ion/monitoring.html

◇輸送について

※１０月１３日現在
双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。
 ・２０２０年度は、５９９,５３４㎥搬入しています。（２０１５年からの累計は2,521,177㎥）

犯罪被害にあうということ。家族や大事な人が受ける痛みや心の傷について、今一度考えてみてください。
ひとりひとりが寄り添う心を持ち、理解することで、地域・社会に思いやりの輪を拡げましょう。

犯罪被害者週間犯罪被害者週間

● 週  間：１１月２５日（水）から１２月１日（火）まで
● 詳しくは、福島県警察ホームページ（http://www.police.pref.fukushima.jp）をご覧ください。

犯罪被害者週間

【問い合わせ先】福島県警察本部県民サービス課　☎ ０２４－５２２－２１５１
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・ 最低賃金は、常用・臨時・パートタイマー・アルバイトなど
の名称にかかわらず、すべての労働者に適用されます。
・ 使用者（事業者）は、最低賃金額以上の賃金を労働者に支払
わなければなりません。
・最低賃金には右の賃金は算入されません。

※精皆勤、通勤、家族手当　
※時間外、休日の割増賃金及び深夜手当
※ 臨時に支払われる賃金、１カ月を超え
る期間ごとに支払われる賃金

福島県最低賃金が改定されました

最低賃金のポイント

【最低賃金に関する問い合わせ・ご相談】
☎  ０２４－５３６－４６０４　福島労働局労働基準部賃金室 またはお近くの労働基準監督署へ

福島県最低賃金　８００円（時間額）（効力発生日　令和２年１０月２日）

消防署からのお知らせ
秋の全国火災予防運動

まずは３つの習慣から始めましょう！

１１月９日 ～ １１月１５日

　火災が発生しやすい時期を迎えるに当たり、火災予防の意識を高めることで、火災の
発生を防止し、尊い命を守るとともに財産の損失を防ぐことを目的とした運動です。

１１月は「労働保険適用促進強化期間」です。
　正社員、パート、アルバイトなど、雇用形態にかかわらず、一人でも労働者を雇っている
事業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）に加入する義務があります。

　詳しくは、福島労働局総務部労働保険徴収室（☎０２４－５３６－４６０７）または最寄りの労
働基準監督署、公共職業安定所（ハローワーク）へご相談ください。

事業主の皆さん、労働保険の加入手続はお済みですか

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９

＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は
１１９番

全国火災予防運動とは？

❶ たばこのポイ捨ては、絶対にやめましょう。
❷ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用し
　 ましょう。
❸ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消し
　 ましょう。
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【問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　福島統括窓口（福島市中町４番２０号 みんゆうビル２０２号）
☎０２４－５２４－２１２１　　ＦＡＸ０２４－５２４－２１２５

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

１１月２６日（木）１３：００ ～ １５：００　お一人２０分程度● 日　　程 …

１２月８日（火）１３：００ ～ １５：００● 日　　時 …

先着５名（要予約）● 定　　員 …

先着１０名（事前申込制）● 定　　員 …

１１月２５日（水）● 締　　切 …

１２月４日（金）● 締　　切 …

● 会　　場 …南相馬市役所　１階　会議室（南相馬市原町区本町 2－1）

● 会　　場 …浪江町地域スポーツセンター  １階  会議室（双葉郡浪江町権現堂下馬洗田５－２）

【求職者向け】就職相談

【求職者向け】自分再発見セミナー

あなたのサポーターがここにいる！就職活動についての悩みや不安を相談してみませんか？

性格傾向から職業マッチングをします。自分の強みを再発見し、一歩を踏み出す機会にしましょう！

※詳細はホームページをご覧ください。

ホームページ 働きたいネット で検索

１２月１２日（土）　【第１部】１０：３０ ～ １２：００　【第２部】１３：３０ ～ １５：００● 日　　時 …

各部４０名● 定　　員 …
全２０社（企業の詳細はホームページをご覧ください）● 参加企業 …

● 予　　約 …１２月３日（木）まで（電話またはホームページから先着順となります）

● 会　　場 …浪江町地域スポーツセンター（双葉郡浪江町権現堂下馬洗田５－2）

【求職者向け】行くしかない！！  就職面接会 in 浪江
【予約優先制・参加無料・履歴書不要】
実は面接会が就職への近道♪ 求人票には載っていない魅力が聞ける！
★応募書類キットのプレゼント　★証明写真の無料撮影あり

共通事項 ※会場において感染症予防対策を講じて開催します

【
文
芸
】
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低
く
誘
へ
る 

李
白
詩
の
墨
の
香
匂
ふ
秋
座
敷 

小
鳥
く
る
己
が
流
浪
に
似
て
渡
る

被
曝
の
町
夕
立
一
気
に
洗
ひ
去
る

立
入
り
禁
止
の
わ
が
家
佇
む
秋
嵐

秋
草
に
埋
も
れ
故
郷
十
三
夜

避
難
地
に
囃
子
轟
く
里
神
楽

わ
が
余
生
幸
と
し
て
裏
木
戸
金
木
犀

秋
う
ら
ら
教
育
叙
勲
賜
れ
り

全
国
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
便
り
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
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敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

石
い し い

井　那
な こ

幸 9 月　7 日 俊久・あゆみ 細　谷

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

櫻本ナツイ ９０ 9 月 12 日 長塚一
渡邉　　進　 ９１ 9 月 15 日 三　字
中野　政廣 ９９ 9 月 16 日 長塚二
　鍔　　治子 ６６ 9 月 17 日 新　山

人のうごき１０月分

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の

名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

（令和２年 9月30日現在） ・福島県内に避難されている方 4,025人
2,788人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者を引き、
出生者と転入者を加えた人口を示しています。

寄稿してくださる方には、原稿用紙をお送りします。

詳しくは下記までお問い合わせください。

 ● 掲載号：
 ● 文字数：
 ● 原稿締切：
※顔写真が１枚必要となります。

【問い合わせ先】　
hisyo-koho@town.futaba.fukushima.jp

丑
令和３年１月号

３００字程度　
　 １１月３０日（月）

丑

秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

　　　　 　（ウシウシ）年生まれの皆さん、広報年生まれの皆さん、広報
ふたばに新年の抱負を掲載しませんかふたばに新年の抱負を掲載しませんか

　

年
末
も
近
づ
き
避
難
生
活
も
間
も
な
く
10
年
目
に
入

り
ま
す
が
、
故
郷
へ
の
想
い
は
深
ま
る
ば
か
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
「
故
郷
は
遠
く
に
あ
り
て
想
う
も
の
」
有
名
な
格
言

で
ご
ざ
い
ま
す
が
身
に
染
み
る
感
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

株
式
投
資
を
始
め
て
か
ら
、
か
な
り
の
年
月
が
経
過

い
た
し
ま
し
た
。
銘
柄
は
「
本
田
技
研
」
で
年
４
回
の

配
当
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
確
定

日
を
気
に
せ
ず
リ
ス
ク
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
近
年
は
国
際
情
勢
が
激
し
く
変
動

し
、「
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
価
格
の
変

動
も
大
き
い
の
で
、
８
月
以
降
は
日
々
購
入
・
売
却
を
行

い
「
リ
ス
ク
管
理
の
徹
底
」
に
留
意
し
て
お
り
、
そ
の
成

果
は
徐
々
に
表
れ
、
本
年
度
の
年
間
取
引
で
は
よ
う
や

く
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
に
近
づ
き
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
は
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
低
金

利
の
時
代
で
も
あ
り
、
投
資
へ
の
チ
ャ
ン
ス
か
も
知
れ

な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
株
式
の
「
配
当
金
」
や
「
売
買
益
金
」

に
は
20
％
も
の
高
額
な
課
税
額
が
課
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
れ
が
株
式
投
資
へ
の
大
き
な
障
害
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
10
％
位
に
減
額
さ
れ
れ
ば
、
株
式
へ
の
投
資
が

増
加
し
、
企
業
の
「
資
金
調
達
」
も
容
易
に
な
り
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
に
貢
献
す
る
と
思
い
ま
す
。
政
治
家
を
は
じ
め
、政
府
・

財
務
省
の
方
々
の
真
剣
な
考
慮
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
一
部
の
政
治
家
の
中
に
は
「
金
持
ち

優
遇
策
」
な
ど
と
非
難
す
る
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、「
認
識
不
足
」
も
甚
だ
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
す
。

　

菅
内
閣
が
目
指
す
政
治
改
革
の
一
環
と
し
て
是
非
実

行
さ
れ
ま
す
様
に
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

　

改
革
こ
そ
「
我
が
国
の
生
き
る
道
」
で
あ
り
、
菅
内

閣
の
賢
明
な
判
断
と
行
動
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ご
本
人
の
希
望
に
よ
り
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
２
年
10
月　

古
室　

仁
（
浜
野
）

【
随
想
】 

続
「
貯
蓄
よ
り
投
資
へ
」

【
令
和
を
迎
え
て
】

　

鈴
木　

育
子
（
長
塚
一
）

〇
令
和
元
年
古
希
と
う
節
目
の
年
迎
う

　

昭
和
と
平
成
を
ひ
た
に
生
き
来
て

〇
真
白
な
る
庄
内
平
野
に
ロ
ー
ル
状
の

　

俵
雪
見
ゆ
五
つ
も
六
つ
も

〇
高
過
ぎ
ず
低
過
ぎ
ず
こ
の
三
階
の

　

住
ま
い
に
慣
れ
て
人
に
も
慣
れ
て

〇
大
そ
う
じ
し
た
の
と
帰
省
の
子
に
聞
か
れ

　

中
ち
ゅ
う

そ
う
じ
位
と
笑
い
て
答
う

〇
バ
ス
を
降
り
君
は
競
輪
サ
テ
ラ
イ
ト
へ

　

わ
れ
は
美
術
館
と
そ
れ
ぞ
れ
の
秋

〇
ほ
っ
こ
り
と
白
玉
椿
の
開
き
た
り

　

年
ご
と
花
の
小
さ
く
な
り
ぬ

〇
夕
づ
け
ば
窓
の
景
色
を
ま
ず
眺
め

　

厨
仕
事
に
ス
イ
ッ
チ
入
れ
る

〇
ベ
ラ
ン
ダ
の
野
の
花
た
ち
に
ご
気
嫌
よ
う

　

今
朝
も
声
か
く
水
を
や
り
つ
つ

〇
雨
降
れ
ば
青
緑
色
に
た
た
ず
め
る

　

鮫
川
石
を
舅
は
愛
で
い
つ

○
鶴
岡
に
震
度
６
と
う
地な

い震
あ
り
て

　

電
話
を
す
れ
ば
母
恙
な
し

〇
鮫
川
の
庭
石
の
み
が
点
々
と

　

我
が
家
跡
に
残
さ
れ
て
あ
り

〇
帰
還
困
難
区
域
と
な
り
し
わ
が
池
に

　

生
き
続
け
た
る
金
魚
ぞ
あ
わ
れ

〇
小こ

ひ

き

だ

し

抽
斗
よ
り
手
巻
き
時
計
の
出
で
来
た
り

　

細
き
バ
ン
ド
に
亡
き
姑
を
恋
う

　　 　（ウシ）年生まれの皆さん、広報
ふたばに新年の抱負を掲載しませんか
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双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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都
会
暮
ら
し
の
中
で

　

都
会
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
育
ち
、
小
学
生

の
頃
、
父
の
海
外
転
勤
で
約
３
年
ほ
ど
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
で
生
活
し
た
こ
と
を
除
い
て
は
、
町
田
市
や

相
模
原
市
な
ど
、
東
京
近
郊
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で

生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
を
出
て
か
ら
、
満
員
の
通
勤
電
車
に
揺
ら

れ
自
宅
と
都
心
に
あ
る
勤
務
先
を
往
復
す
る
日
々

を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
囲
ま

れ
た
雑
踏
で
は
な
く
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
生
活
に

憧
れ
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

頃
、
妻
と
の
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。

結
婚
直
後
に
双
葉
町
へ

　

結
婚
後
は
、
妻
の
住
ん
で
い
た
長
崎
県
へ
の
移

住
も
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
で
き
る
だ
け
両
親
の

近
く
に
い
た
い
と
も
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
仕
事
の
リ
タ
イ
ア
と
と
も
に
先
に

双
葉
町
に
移
住
し
て
い
た
妻
の
両
親
が
「
い
い
所
だ

よ
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
縁
も

あ
り
、
私
た
ち
も
結
婚
後
間
も
な
く
前
田
団
地
に

入
居
し
、
町
で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

私
は
南
相
馬
市
内
で
、
妻
は
大
熊
町
内
で
働
き

な
が
ら
、
休
み
の
と
き
は
自
然
の
中
で
二
人
で

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
、
充
実
し
た

日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
相

双
地
方
の
海
と
山
そ
し
て
満
天
の
星
空
は
、
都
会

育
ち
の
私
た
ち
に
と
っ
て
、
他
に
代
え
難
い
豊
か

さ
の
象
徴
で
し
た
。

親
し
い
地
域
の
お
付
き
合
い

　

都
会
と
は
違
っ
た
近
所
と
の
接
し
方
に
戸
惑
い
を

感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
初
め
の
う
ち
は
、
日

頃
の
あ
い
さ
つ
や
回
覧
板
を
ま
わ
す
程
度
で
し
た

が
、
気
が
つ
く
と
、
お
互
い
に
お
裾
分
け
を
し
あ
っ

た
り
、
ま
る
で
、
長
年
の
知
人
・
友
人
や
親
戚
の
よ

う
に
親
し
い
お
付
き
合
い
で
し
た
。

　

震
災
の
半
年
前
よ
り
団
地
の
組
長
を
務
め
て
い
ま

し
た
。
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
で
は
、
団
地
内
の
移

動
が
困
難
な
お
年
寄
り
２
世
帯
と
共
に
町
を
離
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
、
川
俣
町
の
避
難
所
と
関
東
地
方
の
親
類

の
も
と
に
お
連
れ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
避
難
所
に
送
っ
た
方
と
は
、
後
日
、
さ
い
た
ま
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ
を
訪
ね
た
際
に
再
会
し
「
息
子
が
来

た
」
と
喜
ば
れ
た
と
き
に
は
、
無
事
を
安
堵
し
た
と

同
時
に
、胸
に
こ
み
上
げ
て
く
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

町
の
姿
は
変
わ
っ
て
も

　

現
在
、
妻
や
私
の
両
親
と
と
も
に
生
活
し
な
が

ら
、
写
真
を
撮
る
の
と
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
の
が
好

き
な
こ
と
を
生
か
し
て
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
、
前
田
団
地
の
解
体
が
始
ま
る
の
を
前
に
、

約
10
年
ぶ
り
に
双
葉
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
地
域
の

姿
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
素
敵

な
思
い
出
を
い
た
だ
い
た
双
葉
町
に
は
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
し
て
、こ
れ
か
ら
は
、

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
得
意
分
野
を
生
か
し
て
、
町
の

復
興
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●
　長野県茅野市

（三字）

志村 知彦 さん
しむら        ともひこ
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しあわせ金婚夫婦  表彰ご夫婦

相樂　光春さん
　　　信子さん

（郡　山）
山口　清一さん
　　　伶子さん

（三　字）
佐々木　親さん
　　　　ツヤ子さん

（鴻　草）
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